
はじめに…。

平成２３（２０１１）年３月１１日に起きた東日本大震災と
福島第一原発の過酷事故から、今年３月で１０年間の歳月が
経ちました。

私は、３月２７日（土）から２９日（月）の２泊３日の日程
で、福島県と宮城県の震災遺構や、原子力災害による避難指
示が一部解除されていない福島第１原子力発電所近くの双葉
郡富岡町を、自家用車で訪ねてきました。

そこで感じた気持ちや考えたことなどを、撮影した画像と一
緒に紹介します。



初日（3月2７日 土曜日）：
ＪＲ石巻駅近くの市街地（宮城県石巻市）

① ②

「津波襲来の地」の石碑と、今から
１０年前の２０１１年３月１１日の日付

「橋通り」は、旧北上川近く。
歩道には、今も津波の傷跡

電柱に、「３．１１ 津波 実績浸水深
２．０ｍ」のプレート

③

街のあちこちに石ノ森章太郎
（石巻市出身のマンガ家）の
キャラクターが…仮面ライダー！

④



２日目（3月2８日 日曜日）：
石ノ森萬画館（宮城県石巻市）①

① ②

「橋通り」の「橋」は、石ノ森萬画館がある
旧北上川にある中瀬地域につながる橋のこと

津波は、海がある南から川をさかのぼって
押し寄せた。「この橋のふもとに取り残さ
れた人々が、石ノ森萬画館に緊急避難した」

石ノ森萬画館



２日目（3月2８日 日曜日）：
石ノ森萬画館（宮城県石巻市）②

① ②

地震発生が１４時４６分
→津波が萬画館に到達したのが
約１時間後の１５時４６分前後

首が流された
ロボコン

③

首が戻った
ロボコン
（萬画館前）



２日目（3月2８日 日曜日）：
石ノ森萬画館（宮城県石巻市）③

①

②

大きな津波が襲来…最大６～７ｍ、
時速60～70㎞とも言われ、大型の船
や家屋なども流されました。
…この小さな木造の教会堂が現地に
残ったのは、まさに奇跡と言えます。

旧石巻ハリストス正教会堂



２日目（3月2８日 日曜日）：
石ノ森萬画館（宮城県石巻市）④

全国のマンガ家さん達からの激励の「寄贈色紙」。…「両さん」も！

①

②



２日目（3月2８日 日曜日）：
石巻南浜津波復興祈念公園（宮城県石巻市）①

① ②

「石巻南浜に津波復興祈念公園オープン 式典は中止、津波伝承館の開館延期」

東日本大震災の津波と火災で多くの住民が犠牲になった石巻市南浜・門脇地区に国と宮城県、石
巻市が整備した石巻南浜津波復興祈念公園が開園した。犠牲者追悼と震災伝承の場となる。

（河北新報ｵﾝﾗｲﾝﾆｭｰｽより）



２日目（3月2８日 日曜日）：
石巻南浜津波復興祈念公園（宮城県石巻市）②

南浜地区（南浜町、門脇町および雲雀野町）は、
津波の襲来と火災延焼により、特に被災が大きかった。

震災前人口：４，５２５名 １，８８５世帯
→死者： ３８９名 行方不明：１５０名

① ②



「子どもたちが出発し
たのは15時15分。
…15時50分頃に（高台
の）保育所に到着」

地震発生14時46分
→津波到達は約１時間
後の15時46分前後

２日目（3月2８日 日曜日）：
石巻南浜津波復興祈念公園（宮城県石巻市）③

①
②



２日目（3月2８日 日曜日）：
石巻南浜津波復興祈念公園（宮城県石巻市）④

①

②

夫婦でいらしていた４０歳代くらいの女性が、
「ここに、○○さん所の○○ちゃんもおるわ」と
話されていたのが印象的でした。
１０年という時間が流れたことを、実感したように
思いました。

「亡くなった人との交感（互いに感じ合う、
心が通じ合う）」について考えました。

慰霊碑にて



２日目（3月2８日 日曜日）：
石巻南浜津波復興祈念公園（宮城県石巻市）⑤

① ②

献花台のある「追悼の広場・
祈りの場」と「１丁目の丘」

「１丁目の丘」の頂上には、
同じ方向を眺めた震災前の
写真パネルがありました。

「旧石巻市立病院
より石巻市南浜地区
（２００９年）」



２日目（3月2８日 日曜日）：
石巻南浜津波復興祈念公園（宮城県石巻市）⑥

①

②

「日本経済新聞」の記事で
使われた写真に、私が写り
込んでいました！

この写真を撮影していました。「追悼の広場」の除幕式でした。

この後、テレビ仙台の記者の方から取材を
受けて撮影もされました。
「どんな場所になるといいと思いますか？」
という質問に、
「遺族の方が、亡くなった人と心を通わせて、
背中を押してもらえるような場所」と答えました。



２日目（3月2８日 日曜日）：
震災伝承交流施設 MEET 門脇（宮城県石巻市）①

① ②

「3・11」の日付が含まれたロゴ。
「E」の字が向かい合っているのは、
震災の記憶を伝え合う人々の姿。

近くの門脇小学校（遺構として
保存されることが決定）

たくさんの新しいお墓には、
「平成二十三年三月十一日」の日付

（ｻｲﾄ「3.11みらいｻﾎﾟｰﾄ」
より）



２日目（3月2８日 日曜日）：
震災伝承交流施設 MEET 門脇（宮城県石巻市）②

…シアタールームは２面投影で、…被災者の体験を可視化し、ご来館い
ただいた皆様がその場にいたような感覚でご覧いただける映像となって
います。 （ｻｲﾄ「3.11みらいｻﾎﾟｰﾄ」より）

① ② ③

私が見た映像は、佐藤美香さん（当時６歳。幼稚園の送迎バスが流されて
亡くなった愛梨さんの母親）の体験談でした。 ※2013年の裁判で勝訴



震災当日、校内には２４０人の生徒が残っていたが、教師の誘導で
裏山に避難した。津波の高さは６ｍを超えた。校庭に停めてあった
保護者の車を含め、多数の自動車が流された。やがて漏れ出した
ガソリンが引火して校舎は炎に包まれた（津波火災）。津波と余震
のために消火活動は出来ず、火災は３日間継続した。
震災では在校していた生徒は全員無事であったが、すでに下校して
いた生徒のうち７名が死亡した。

（ウィキペディアより。一部改変）

２日目（3月2８日 日曜日）：
震災伝承交流施設 MEET 門脇（宮城県石巻市）③

震災前の
門脇小学校

（ｻｲﾄ「ﾌｫﾄｻﾛﾝ
あい」より）

① ②



２日目（3月2８日 日曜日）：
震災伝承交流施設 MEET 門脇（宮城県石巻市）④

「園児の１人であった
佐藤愛梨さんのご親族
より、思い出として、
上靴とクレヨンをお預
かりして展示させてい
ただいています。」

①
②



２日目（3月2８日 日曜日）：
震災伝承交流施設 MEET 門脇（宮城県石巻市）⑤

「マンガが伝える力」に圧倒されま
した。セリフが書かれていない吹き
出し→セリフがフェードイン。
心にグサグサ刺さりました。
特に、右の高橋さつきさんの体験…。
生前の面影が無い母親の遺体が焼か
れて、赤ちゃんの骨（骨盤にくっつ
いていた）が見つかって初めて、
「ああ、この人は私のお母さんだ！
お母さん、妹と一緒で良かったね」

① ②



２日目（3月2８日 日曜日）：
震災伝承交流施設 MEET 門脇（宮城県石巻市）⑥

※ロボコンも、
ここにいます。

今の
石ノ森萬画館
（正面）

津波により流出し、両腕が切断
され両足が失われてしまった
石巻市の「ご当地ヒーロー」の
「シージェッター海斗」だが…。

①

②



３日目（３月2９日 月曜日）：
ＪＲ常磐線富岡駅（福島県双葉郡富岡町）①

帰還困難区域の
避難指示一部解除

（令和２年３月４日）

４日前の２５日午前９時４２分に、東京五輪の聖火リレーがここから開始。コロナ禍のため、１年延期に
なっていた。その後聖火は、震災と福島第一原子力発電所の事故で大きな被害を受けた広野町やいわき市、
富岡町や双葉町などを巡り、午後５時１２分、初日のゴール地点である南相馬市に到着した。

①

②



３日目（３月2９日 月曜日）：
ＪＲ常磐線富岡駅（福島県双葉郡富岡町）②

信号待ちのタイミングで、運転席から撮影した、
国道６号線沿いの２つの看板。「３．１１」から
１０年後の現在も、「帰還困難区域」で「通行止め」。

軽車両（自転車など）と
歩行者は、高い線量の
放射線を浴びやすいから
です。

① ②



３日目（３月2９日 月曜日）：
ＪＲ常磐線富岡駅（福島県双葉郡富岡町）③

国道６号線を、ここで左折すれば
「桜のトンネル」で有名な、
ＪＲ常磐線夜ノ森（よのもり）駅に…。

① ②

ところがここも、
「帰還困難区域で通行止め」でした。



最後に…。

…それでも左折可能な道
を見つけて、国道６号線
から西へ向かい、
夜ノ森（よのもり）駅の
近くまで来た。
この信号を左に曲がると…？

やっぱり、
通行止めでした。

悔しいので、
震災前の写真を
見ましょう！

（左の写真は、ｻｲﾄ「The 
little star dweller」、右の写
真はｻｲﾄ「旅東北」より）

旅のおまけ
（短歌）

ひとひらの
こころの形
さくら花

飛んできたんだ
僕のもと

①

②

車のﾌﾛﾝﾄｶﾞﾗｽに桜の花びらが…③


